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研究成果内容 ※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。 

【主な研究成果】 

 昨年度製作した一方向凝固装置を用いてAl-5.8Mg-

2Si合金の一方向凝固実験を行い、Mg2Siの晶出挙動の

評価を行った。試料中の晶出物を光学顕微鏡で観察し

た結果をFig. 1に示す。光学顕微鏡観察とEPMAによる

組成分析によりAlとMg2Siの共晶組織および20～30 ㎛

程度の粗大なMg2Siが存在することがわかった。初晶A

l、共晶組織、粗大なMg2Siの面積率はそれぞれ0.85, 0.

01, 0.1である。凝固偏析を考慮したMg2Si晶出の熱力

学計算の結果と対比したところ、固相率 0.42付近まで

凝固した段階でMg2Siが晶出し始め、固相率0.85に達し

たときに共晶凝固したと考えられた。 

 

【今後の展望】 

 確立した一方向凝固実験法を駆使して、アルミニウム合金における不純物元素の偏析挙動を調査す

るとともに、偏析と共に問題となる金属間化合物や非金属介在物等の生成物の晶析出挙動を評価す

る。 

 

【具体的な成果】 

 ●学会発表 

 小倉佑太，加藤謙吾，小野英樹: リサイクルAl-Mg-Si合金の凝固過程における化合物の晶出挙動,
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Fig. 1 一方向凝固させた Al-5.8Mg-2Si
合金中の晶出物の EPMA 分析結果 


